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廃
棄
物
の
再
資
源
化
に
着
目
し

環
境
分
野
に
特
化

株
式
会
社
ミ
ラ
イ
エ
は
、
廃
棄
物
の

堆
肥
化
装
置
や
脱
臭
装
置
を
製
造
・
販
売

す
る
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
だ
。
同
社
は
、

島
田
義
久
社
長
の
父
で
あ
る
隆
久
氏
が

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に
第
一
測
量
設

計
有
限
会
社
を
設
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

当
初
の
事
業
は
土
木
設
計
に
か
か
る
測
量

や
下
水
道
管
の
設
計
中
心
で
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
下
水
汚
泥
処
理
が
社
会
課
題
に
な

る
と
考
え
、
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
ご

ろ
か
ら
汚
泥
を
堆
肥
化
す
る
装
置
の
研
究

に
着
手
。
お
よ
そ
５
年
を
か
け
堆
肥
化
シ

ス
テ
ム
の
開
発
に
成
功
し
て
特
許
を
取
得

し
た
。
さ
ら
に
３
年
後
、
今
度
は
実
機
「
Ｃ

モ
ー
ド
」
の
製
作
も
開
始
し
た
。
堆
肥
化

に
か
か
る
所
要
期
間
を
半
減
す
る
革
新
的

製
品
だ
っ
た
が
、
売
れ
行
き
は
鈍
く
足
踏

み
が
続
い
た
。

さ
ら
に
、
当
時
の
小
泉
政
権
が
構
造
改

革
の
一
環
で
行
っ
た
公
共
事
業
費
削
減
に

よ
る
建
設
不
況
の
影
響
で
、
２
０
０
０
（
平

成
12
）
年
か
ら
の
５
年
間
で
測
量
設
計
部

門
の
売
り
上
げ
が
３
分
の
１
ま
で
激
減
。

倒
産
寸
前
の
状
況
に
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ

る
中
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
、
体
調

を
崩
し
た
隆
久
氏
に
代
わ
っ
て
義
久
氏
が

事
業
を
承
継
し
た
。

「
継
ぐ
こ
と
よ
り
も
継
い
だ
後
が
大
変
で
、

金
融
機
関
や
会
計
士
と
再
建
案
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
日
夜
、
資
金
繰

り
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
」
と
義
久

氏
は
こ
の
こ
ろ
の
苦
境
を
振
り
返
る
。
翌

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
測
量
設
計
部

門
を
廃
止
し
、
廃
棄
物
の
再
資
源
化
に
関
わ

る
環
境
分
野
で
の
自
社
工
場
を
持
た
な
い

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
経
営
再
建
を

決
断
し
た
。

道
を
切
り
拓
く
き
っ
か
け
は

目
の
前
の
お
客
さ
ま
の
困
り
事

Ｃ
モ
ー
ド
の
販
売
に
営
業
で
回
っ
て
い

た
こ
ろ
、
義
久
氏
は
堆
肥
化
作
業
で
の
困

り
事
を
聞
い
て
い
た
。
問
題
を
解
決
す
べ

く
、
島
根
県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
と
堆
肥

化
装
置
「
イ
ー
ジ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」
を
共
同

開
発
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
製
品
が
会
社
の

救
世
主
と
な
っ
た
。

イ
ー
ジ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
は
、
目
詰
ま
り
し

に
く
い
微
細
な
穴
を
開
け
た
特
殊
な
パ
イ

プ
を
床
に
埋
め
高
圧
の
空
気
を
出
す
こ
と

で
、
堆
積
し
た
廃
棄
物
の
内
部
全
体
に
酸

素
を
含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
長

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
堆
肥
化
装
置

で
必
要
だ
っ
た
、
重
機
で
堆
肥
を
掘
り
起

こ
し
て
空
気
を
含
ま
せ
る
切
り
返
し
作
業

が
不
要
と
な
り
、
人
件
費
や
燃
料
費
な
ど

約
45
％
の
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
。
さ
ら

に
堆
肥
化
で
発
酵
に
要
す
る
期
間
が
短
縮

さ
れ
、
既
存
施
設
の
床
に
も
設
置
・
交
換

が
可
能
で
、
施
工
性
の
高
さ
と
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
し
や
す
さ
も
実
現
し
た
。

イ
ー
ジ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
は
２
０
０
７
年
に

株
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ミ
ラ
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廃
棄
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の
堆
肥
化
装
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環
境
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築
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「
社
会
課
題
に
着
目
し
、
環
境
問
題
を
身
近

に
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
考
え
る
島
田
社
長

は
、「
答
え
が
な
い
こ
と
に
対
し
て
自
分
た

ち
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
て
い
く
体
験
を

提
供
し
た
い
。
そ
れ
が
真
の
学
び
に
つ
な

が
る
。
生
徒
た
ち
は
大
人
が
考
え
も
つ
か

な
い
よ
う
な
多
様
な
観
点
で
生
き
生
き
と

議
論
す
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
、
地
球
規
模
の
課
題
解

決
に
向
け
た
流
れ
が
世
界
で
加
速
し
て
い

る
今
、
ミ
ラ
イ
エ
は
３
年
後
の
上
場
を
目

指
し
、
今
後
も
お
客
さ
ま
と
地
球
の
笑
顔

を
増
や
す
べ
く
前
進
を
続
け
る
。

完
成
し
、
翌
年
に
販
売
を
開
始
し
た
。
発
売

当
初
は
苦
戦
が
続
い
た
が
、
飛
び
込
み
営
業

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
エ
ン
ジ
ン

な
ど
で
顧
客
に
な
り
得
る
ユ
ー
ザ
ー
を
呼

び
込
む
、
い
わ
ゆ
る
「
We
b
集
客
」
に
切

り
替
え
た
と
こ
ろ
、
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
、

そ
の
年
は
50
件
を
超
す
依
頼
を
受
け
た
。

イ
ー
ジ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
を
酪
農
や
畜
産
、

株式会社ミライエ
島根県松江市矢田町250-167
☎0852-28-0001
https://miraie-corp.com/

す
こ
と
が
で
き
る
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。
導

入
側
は
土
地
と
人
員
の
確
保
が
必
要
だ
が
、

適
し
た
設
備
は
ミ
ラ
イ
エ
で
用
意
す
る
た
め

初
期
費
用
は
ゼ
ロ
で
、
保
守
も
行
う
。
さ
ら

に
完
成
堆
肥
の
買
い
取
り
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト

を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
。

製
品
の
海
外
展
開
も
始
ま
っ
て
い
る
。

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
よ
り
、
中
国
へ
向

け
輸
出
を
開
始
し
た
Ｃ
モ
ー
ド
、
イ
ー
ジ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
は
高
評
価
を
受
け
、
導
入
済
み
企

業
へ
の
視
察
が
相
次
い
で
い
る
と
い
う
。

「
例
え
ば
豚
の
飼
養
頭
数
は
、
日
本
で
は
年

間
約
９
０
０
万
頭
だ
が
、
中
国
で
は
年
間

約
５
億
頭
と
桁
が
違
う
。
糞
尿
か
ら
出
る

ア
ン
モ
ニ
ア
が
Ｐ
Ｍ
２・
５
の
一
因
に
も

な
っ
て
お
り
、
排
出
抑
制
の
た
め
の
良
い

技
術
が
中
国
国
内
に
は
ま
だ
な
い
た
め
、

商
機
が
あ
る
」
と
語
気
を
強
め
る
。
国
際

特
許
を
積
極
的
に
取
得
し
、
今
年
ス
タ
ー

ト
し
た
丸
紅
と
の
連
携
に
よ
る
ワ
ー
ル
ド

ワ
イ
ド
な
展
開
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。
事

業
拡
大
に
伴
い
、
中
国
地
域
は
も
と
よ
り

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
や
外
国
人
も
含
め
、
社
の

存
在
意
義
に
共
感
し
、
自
ら
答
え
を
求
め

て
行
動
で
き
る
人
材
の
採
用
活
動
を
、
目

下
推
し
進
め
て
い
る
と
い
う
。

礎
と
な
る
企
業
理
念
が
成
長
を
促
す

革
新
的
な
技
術
開
発
の
根
底
に
あ
る
の

は
、「
お
客
様
と
地
球
の
笑
顔
を
増
や
す
」

と
い
う
企
業
理
念
だ
。
２
０
０
８
年
に
環

境
機
器
の
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
へ
転
換
す

る
に
当
た
っ
て
定
め
た
、
い
わ
ば
会
社
の

信
念
で
あ
る
。

「
お
客
さ
ま
の
悩
み
の
裏
に
は
必
ず
社
会
課

題
が
あ
る
。
圧
倒
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
み

出
し
つ
つ
、
環
境
負
荷
も
低
減
さ
せ
る
製

品
の
開
発
と
課
題
解
決
に
向
け
た
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
力
を
注
い
で
い
る
」
と
社

長
は
言
う
。
開
発
段
階
か
ら「
買
い
手
よ
し
」

「
地
球
よ
し
」「
未
来
よ
し
」
の
三
方
よ
し

を
強
く
意
識
し
て
取
り
組
む
の
が
ミ
ラ
イ

農
業
な
ど
の
事
業
者
に
販
売
す
る
う
ち
に
、

今
度
は
堆
肥
舎
で
発
生
す
る
悪
臭
に
悩
む

多
く
の
顧
客
の
姿
を
目
に
す
る
。
そ
し
て

再
び
、
顧
客
の
困
り
事
を
き
っ
か
け
に
新

た
な
装
置
の
開
発
に
動
き
だ
し
た
。

当
時
、
脱
臭
装
置
に
は
「
活
性
炭
を
使

う
方
式
」「
薬
品
な
ど
を
使
う
ス
ク
ラ
バ
ー

方
式
」「
微
生
物
を
使
う
方
式
」
の
３
種
が

あ
っ
た
が
、
ど
れ
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
高
い
の
が
難
点
だ
っ
た
。

「
既
存
の
脱
臭
装
置
は
、
臭
気
成
分
を
分
解

す
る
た
め
に
必
要
な
木
材
チ
ッ
プ
や
お
が

く
ず
な
ど
の
消
耗
品
や
、
そ
れ
ら
を
入
れ

替
え
る
た
め
の
年
間
コ
ス
ト
が
３
０
０
万

〜
３
０
０
０
万
円
程
度
と
非
常
に
高
額
で
、

お
客
さ
ま
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
た
」
と
島

田
社
長
。
そ
こ
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
軽
減
に
目
を
向
け
、
鳥
取
県
中
小
家
畜

試
験
場
の
基
礎
研
究
を
基
に
新
た
な
生
物

脱
臭
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
、
２
０
１
７

（
平
成
29
）
年
に
発
売
し
た
。
こ
の
装
置
は
、

木
材
チ
ッ
プ
や
お
が
く
ず
な
ど
の
代
わ
り

に
、
臭
気
成
分
を
分
解
す
る
微
生
物
を
多

孔
質
ガ
ラ
ス
に
定
着
さ
せ
て
脱
臭
す
る
（
上

図
）。
多
孔
質
ガ
ラ
ス
は
長
期
間
変
質
し
な

い
た
め
、
頻
繁
な
交
換
は
不
要
で
、
消
耗
品

コ
ス
ト
が
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
の
に
加

え
、
臭
い
の
除
去
性
能
は
、
一
般
的
な
微
生

物
に
よ
る
脱
臭
の
約
４
倍
に
も
達
す
る
。

さ
ら
に
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
か

ら
は
大
手
商
社
の
丸
紅
株
式
会
社
と
連
携

し
、
使
用
済
み
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
原
料
に

使
う
多
孔
質
ガ
ラ
ス
の
活
用
も
ス
タ
ー
ト

し
た
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
寿
命
は
20
〜
30

年
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今
後
、
寿
命
を
迎

え
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
大
量
廃
棄
が
世
界

各
地
で
起
こ
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

埋
め
立
て
処
分
さ
れ
る
ご
み
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
再
資
源

化
は
今
後
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
。

堆
肥
化
装
置
の
新
サ
ー
ビ
ス
や

中
国
へ
の
輸
出
を
開
始

２
０
２
３
年
２
月
に
は
、
食
品
廃
棄
物

の
処
理
を
外
部
委
託
し
て
い
る
食
品
加
工
会

社
向
け
に
、
堆
肥
化
装
置
の
定
額
制
サ
ー
ビ

ス
（
サ
ブ
ス
ク
）
を
開
始
し
た
。
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安
な
ど
で
化
学

肥
料
の
価
格
が
高
騰
し
て
堆
肥
の
需
要
が
高

ま
っ
て
お
り
、「
食
料
安
全
保
障
」
の
た
め

に
国
も
堆
肥
利
用
を
後
押
し
す
る
状
況
が
あ

る
。
ま
た
昨
今
の
S
D
Gｓ
の
観
点
で
食
品

ロ
ス
を
な
く
す
と
い
う
機
運
も
高
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
廃
棄
で
は
な

く
自
家
処
理
で
堆
肥
化
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
廃
棄
に
か
か
っ
て
い
た
コ
ス
ト
を
下
げ

る
だ
け
で
な
く
、「
廃
棄
物
ゼ
ロ
」
を
目
指

エ
の
流
儀
だ
。

「
お
客
さ
ま
と
地
球
の
双
方
に
プ
ラ
ス
を
も

た
ら
す
こ
と
が
当
社
の
存
在
意
義
」
と
言
い

切
り
、「
技
術
革
新
に
よ
っ
て
お
客
さ
ま
の

生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
や
大
気
汚
染

の
解
消
な
ど
、
地
球
環
境
の
改
善
に
も
貢
献

し
て
い
る
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

ミ
ラ
イ
エ
で
は
、
文
部
科
学
省
の
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）

に
指
定
さ
れ
て
い
る
島
根
県
立
松
江
南
高
等

学
校
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
、
２
０
２
１

（
令
和
３
）
年
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
。

w
riter

入
江
太
日
利〈
い
り
え・た
か
と
し
〉

１
９
７
０
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、

業
界
新
聞
、
経
済
誌
な
ど
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
に
。
取
材
記
事
を
幅
広
く
執
筆
す
る
と
と

も
に
、
写
真
撮
影
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
。

「お客様と地球の笑顔を増やす」というパーパス（目的）に向け、どういう意識で
アプローチしていくべきかを社員同士で話し合い、2022年に明文化した

島根県立松江南高等学校での授業の様子。３時間のワークのうち前半１時間は
環境に関する内容の講義を受け、後半２時間は、例えば地球環境保護のために
肉食を禁止するなどのテーマについて情報を調べ、賛成と反対に分かれてディ
ベートを行う

写真提供／株式会社ミライエ

お客さま

設備投資
ゼロ 建物・設備等は

購入不要
ミライエのサブスク

堆肥化施設

運営サポート

堆肥販売 生産堆肥を買い取り、
ミライエの販売ネット
ワークで有効利用

食品工場

資材運搬

廃棄物
ゼロ

月額定額¥

堆肥買取¥

ミライエ

申請や作業員教育、
設計・建設工事～保守
まで堆肥化運営を
フルサポート

食品加工会社向けの堆肥化装置のサブスクサービス

「ミライエ人7つのvalues」

１ 買い手よし、地球よし、未来よし
２ 人と違う視点を持ち、異なる意見を尊重する
３ 敬意をもって人と接する
４ 市場の共感を得る
５ 挑戦を楽しむ
６ 仲間を信じる
７パン焼き器を売るな。美味しいパンを焼く方法を見つけろ

従来のブロワの50倍の高圧空気を堆肥原料に送風するエアレーション
技術。発酵に必要な酸素を堆肥全体にむらなく供給できるだけでなく、
重機による切り返し作業の手間も大幅に減り、真冬でも好気発酵が持続
して高い堆肥品質を保つことができる。

パイプの微細な穴から高圧の
空気を出し、廃棄物の内部か
ら全体に酸素を含ませる

イージージェット

臭気成分を分解する微生物を
多孔質ガラスに定着させて脱臭
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生物脱臭システム

して高い堆肥品質を保つことができる。

堆肥化を行う施設の床に目詰
まりしにくい特殊なパイプを
埋め込む。既存の配管との交
換も可能

従来の脱臭技術で課題とされる「性能」
「消耗品コスト」「設置面積」の全てを
解決できる脱臭装置。既存施設への入
れ替えも可能だ。

廃ガラス瓶などを粉砕し
貝殻と混焼して生成した
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